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シリーズ f妄浜の文化敗J⑤

判定紛 え化財すJもの盆漏り

(平成 4年 8月撮影)

昭
和
四
時
年
四
月
三
百

長
浜
町
大
牢
青
島

青
島
盆
踊
保
存
会

(無形民俗文化財)

みなせじま

青島はまたの名 を 沖 の 水 無 瀬 島 と い い 、 かつては無人島で し た。 島に人が住むようにな ったのは、寛永
，"ん しゅうきごし

16年 (1639年)藩州坂越村(現在の赤穂市坂越)の与七郎が16戸を率いて移り住んで以来のことです。
Aミりょう

この人たちは、望郷と無珊 の生活を自ら慰め るために、毎年 8月14.15日の両日、氏神(坂越神社の分

身)の前で踊り 明かしました。14日は 1年間 の死者の霊 を慰める「亡者踊り」、15日は魚の供養としての
しす'

「大漁踊り 」 です。前者は「赤穂四十七士」 などの哀感を帯びた踊り、後者は「賎ケ 岳七本 槍」などの賑

や かな踊りで、昔の姿を多 く残して今日に引き継がれています。 その勇壮優美 な衣装は、 古 典文楽の様 式

を伝えるものといわれています。

「赤穂四十七 士」 と盆踊りの関連については、 一 説によれば、青島の豪商であ った島 田 弥 兵 衛 が 、 両国

橋で赤穂浪士の討ち入りを目 撃 して伝えたものともいわれています。



白
滝
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
の

入
札
減
少
金
な
ど

十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
専
決
〉

平
成
十
年
度
一
般
会
計
予
算
に
四
百

四
十
六
万
一
千
円
が
減
額
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
六
十
九
億
四
千
三
百
二

十
五
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〔
教
育
費
〕
学
校
建
設
費
と
し
て
、
白

滝
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
の
入
札
減
少

金
等
工
事
請
負
費
四
千
七
十
四
万
三
千

円
を
減
額
補
正
。

長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
が
、
六
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
の
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
六
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
専
決
処
分
と
な
っ
て
い

た
平
成
十
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
六
号
)
や
、
長
浜
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
な
ど
議
案
四
件
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
長
浜
町
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等

を
定
め
る
条
例
、
平
成
十
年
度
長
浜
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、
平
成
十
一
年
度
長
浜
町

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
な
ど
の
議
案
七
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
及
び
青
島
海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
、
例

月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
な
ど
の
議
会
報
告
案
件
八
件
は
全
て
受
理
採
択
さ
れ
、
国
旗
・
国
歌

の
早
期
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
の
議
会
提
出
案
件
一
件
も
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た。
一
般
質
問
、
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般質問の答弁を行う西田町長

〔
民
生
費
]
老
人
福
祉
費
と
し
て
、
老

人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
一
千
二

百
十
二
万
三
千
円
を
減
額
補
正
。

晴
海
ふ
れ
あ
い
パ

I
ク
の

整
備
費
な
ど

十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
九

億
五
千
六
百
五
十
一
万
四
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
、
六
十
二
億
千
八

百
一
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

[
総
務
費
〕
ふ
る
さ
と
キ
つ
く
り
特
別
対

策
事
業
者
一
と
し
て
、
主
要
地
方
道
大
洲

長
浜
線
の
改
良
工
事
に
伴
い
、
町
民
運

動
場
の
代
替
施
設
と
し
て
晴
海
工
業
団

地
の
一
角
に
「
晴
海
ふ
れ
あ
い
パ

1
ク」

を
整
備
す
る
た
め
に
要
す
る
諸
経
費
六

億
九
百
十
七
万
円
を
補
正
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕
農
業
振
興
費
と
し

て、

J
A
愛
媛
た
い
き
が
事
業
主
体
と

な
り
実
施
す
る
柑
橘
選
果
場
整
備
事
業

補
助
金
及
び
、
農
業
構
造
改
善
事
業
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
の
支
援
推
進
事
業

に
要
す
る
経
費
並
び
に
、
柑
橘
優
良
系

統
転
換
等
緊
急
対
策
事
業
等
に
対
す
る

補
助
金
一
億
一
千
一
一
一
百
五
十
五
万
六
千

円
を
補
正
。

長
浜
町
介
護
認
定
審
査
会
の

委
員
の
定
数
等
を
定
め
る

条
例
を
制
定

平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
介
護
保
険
制
度
に
伴
い
、
本
年
十

月
一
日
か
ら
要
介
護
希
望
者
の
介
護
認

定
申
請
の
受
付
及
び
こ
れ
に
係
る
事
務

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
要
介
護
度
を
判
定
す
る
機
関
と
し

て
、
福
祉
や
医
療
の
専
門
家
に
よ
る
介

護
認
定
審
査
会
の
設
置
及
び
審
査
会
委

員
五
人
の
定
数
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
部
を
改
正

労
働
基
準
法
及
ぴ
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
の
改
正
に
伴
い
、
職
員
の
休
憩
時

間
を
職
務
の
特
殊
性
に
よ
り
一
斉
に
与

え
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
正
さ
れ

た
ほ
か
、
女
性
の
深
夜
業
を
禁
止
す
る

女
性
保
護
法
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
制
約
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
小
学

校
就
学
前
の
子
の
養
育
や
要
介
護
す
る

職
員
は
、
深
夜
勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
等
の
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
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国
旗
・
国
歌
の
早
期
法
制
化

を
求
め
る
意
見
書

広
島
県
立
高
校
の
校
長
が
、
国
旗
・

国
歌
の
指
導
に
つ
い
て
悩
み
自
殺
し
た

事
件
は
、
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

ま
し
た
。
国
会
に
お
い
て
も
連
日
こ
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
政

府
に
お
い
て
は
、
学
校
現
場
に
お
け
る

年
中
行
事
化
し
た
国
旗
・
国
歌
を
め
ぐ

る
混
乱
状
態
を
一
日
も
早
く
解
消
す
る

よ
う
、
そ
の
法
制
化
を
強
く
求
め
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策

特
別
委
員
会
委
員
に

日
高
照
友
氏

山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会

委
員
の
中
野
茂
明
氏
が
、
一
身
上
の
都

合
に
よ
り
辞
任
さ
れ
、
新
た
に
日
高
照

友
氏
が
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。



第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画
策
定
の

県
営
工
区
の
緑
地
用
地
整
備
と

施
設
整
備
を
急
ぎ
町
の
活
性
化
を

河
川
工
事
に
つ
い
て

山
鳥
壊
ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

模
索
し
て

質
問
圃
且
且
第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画

に
お
け
る
、
県
営
工
区
の
緑
地
整
備
は

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
厳
し
い

財
政
状
況
は
分
か
る
が
、
観
光
セ
ン
タ
ー

や
水
族
館
建
設
を
早
期
に
完
成
さ
せ
、

今
後
の
町
の
活
性
化
と
発
展
に
つ
な
げ

で
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
県
営
工
区
小
型
船

だ
ま
り
に
隣
接
す
る
環
境
緑
地
は
、
本

町
の
活
性
化
を
図
る
中
核
の
場
と
し
て

認
識
し
て
お
り
、
本
町
の
特
色
を
生
か

し
た
施
設
整
備
に
よ
り
、
商
庖
街
へ
の

連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
観
光
セ
ン
タ
ー
、
水
族
館
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
建
設
費
、
維
持

管
理
費
が
必
要
で
あ
り
、
非
常
に
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
現
時
点
で
は
町
単

宮

英

一議園田民

独
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
本
町
の
活
性
策
と
し

て
の
期
待
は
大
で
あ
る
の
で
、
緑
地
用

地
の
有
効
利
用
を
考
え
な
が
ら
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
模
索
し
て
、
建
設
に
向
け

て
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。ま

た
、
本
件
を
含
む
第
三
次
開
発
事

業
基
本
計
画
の
諸
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
中
に
改
定
予
定
の
「
長

浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想
」
及
び
「
長

浜
町
振
興
基
本
計
画
」
と
整
合
を
図
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
広
報
紙
等

に
よ
り
説
明
を

質
問
:
・
仁
久
地
区
の
河
川
工
事
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
工
事
の
内
容
、
方
法
、

期
間
、
完
成
後
の
こ
と
な
ど
、
町
は
、

何
ら
か
の
形
で
説
明
、
報
告
す
る
責
任

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
時
長
)
・
:
仁
久
地
区
の
肱
川

河
川
工
事
で
あ
る
が
、
本
計
画
に
つ
い

て
は
、
平
成
七
年
十
一
月
三
十
日
に
、

仁
久
地
区
の
測
量
立
ち
入
り
に
伴
う
説

明
会
を
開
催
し
ご
意
見
等
を
伺
い
、
平

成
八
年
六
月
五
日
に
実
施
計
画
の
説
明

会
に
お
い
て
ご
理
解
を
得
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
肱
川
の
将
来
像
や
河
川

改
修
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
行
政
と

町
内
の
肱
川
流
域
各
種
団
体
代
表
者
等

で
組
織
す
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
肱
川
会

議
に
お
い
て
、
平
成
六
年
か
ら
平
成
九

年
ま
で
四
回
に
わ
た
り
検
討
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

施
工
計
画
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
一

年
四
月
十
九
日
に
一
区
か
ら
四
区
の
区

長
さ
ん
に
説
明
を
行
い
協
議
し
、
施
工

内
容
等
を
文
書
で
回
覧
す
る
こ
と
で
了

承
を
い
た
だ
き
、
工
事
に
着
手
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
仁
久
地
区
全
体
の

工
事
完
成
は
、
現
時
点
で
は
平
成
十
五

年
度
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
今
後

と
も
広
報
紙
等
に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん

へ
の
説
明
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
:
平
成
七
年
二
月
に
「
み
ん
な

で
肱
川
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
中
予
分
水
は
絶
対
反

対
で
あ
る
と
い
う
七
千
八
百
人
の
署
名

学
校
給
食
に
つ
い
て

長
浜
高
等
学
校に

つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

河川改修工事が進む仁久地区

学
校
給
食
問
題

審
議
委
員
会
で
の

検
討
結
果
に
基
づ
い
て

質
問
:
学
校
給
食
問
題
に
つ
い
て
は
、

十
二
月
の
定
例
会
で
、
学
校
給
食
問
題

審
議
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
取
り
組
む

と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う

メ
ン
バ
ー
で
、
い
つ
発
足
し
、
審
議
内

容
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

審
議
委
員
会
と
い
う
の
は
、
町
執
行
者

の
意
に
添
っ
た
答
申
が
な
さ
れ
る
の
が

通
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
町

長
は
、
ど
う
す
れ
ば
学
校
給
食
が
で
き

を
と
ら
れ
て
町
に
請
願
を
出
さ
れ
て
い

る
。
町
長
は
町
民
の
意
図
を
理
解
し
認

識
し
て
い
る
と
思
う
が
、
町
民
が
反
対

だ
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
町
長
は

反
対
の
表
明
を
せ
ず
、
懸
念
事
項
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

中

野

茂

明

議

員

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
学
校
給
食
問
題
に

つ
い
て
は
、
避
け
て
通
れ
る
問
題
で
は

な
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
現

在
、
長
浜
町
学
校
給
食
問
題
審
議
委
員

会
で
学
校
給
食
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

議
論
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
決
し
て
理

事
者
の
意
に
介
し
た
よ
う
な
会
で
は
な

く
、
町
長
の
感
覚
で
物
事
が
決
ま
っ
た

り
流
れ
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
。
審
議

委
員
会
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、
ま
た

議
会
に
も
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今

後
の
方
向
付
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る。
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答
弁
(
教
育
長
)

j
審
議
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
議
会
か
ら
文
教

厚
生
委
員
長
、
行
政
か
ら
助
役
・
教
育

長、

P
T
A
か
ら
町
P
連
会
長
・
給
食

委
員
、
学
校
関
係
か
ら
校
長
・
教
諭
、

学
識
経
験
者
二
人
の
、
計
十
人
で
構
成

し
て
い
る
。
審
議
内
容
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
今
は
ま
と
め
て
な
い
が
、
現
在

ま
で
二
回
委
員
会
を
聞
き
、
学
校
給
食

と
愛
情
弁
当
の
両
方
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
各
委
員
さ
ん
に
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
学
校
と

教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
密
に
し
て

質
問
--R
長
浜
高
校
は
毎
年
定
員
割
れ

を
起
こ
し
、
長
浜
中
学
校
の
卒
業
生
の

う
ち
五
割
弱
し
か
長
浜
高
校
へ
入
っ
て

い
な
い
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
指

導
を
す
る
の
か
。
打
開
策
と
し
て
、
町

で
長
浜
高
校
の
卒
業
生
を
毎
年
二
j
一一一

人
採
用
す
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
;
長
浜
高
校
へ
の
進

学
状
況
は
、
過
去
十
年
間
の
平
均
倍
率

は
七
O
%
で
推
移
し
て
お
り
、
県
教
育

委
員
会
に
お
い
て
も
、
今
年
度
中
に
高

校
の
統
廃
合
を
含
め
対
応
策
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

町
職
員
へ
の
採
用
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
今
後
は
、
保
健
婦
等
専
門
職
以
外

の
一
般
職
員
の
採
用
は
当
分
の
間
見
合

わ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
十
年

間
の
職
員
数
の
動
向
調
査
の
結
果
に
よ

り
、
計
画
的
な
採
用
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
公
募
で
、

町
内
在
住
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
実

今年度60周年を迎える長浜高校

ご介圏
み町護民
有 の 保 健
料取険康
化り需Ij 保
収組度険
集みに事
に iこ対iこ業
つっすっ
いいるい
て て て

国
保
税
率
の
見
甚
し

引
き
上
げ
を
含
め
た

財
政
の
建
て
直
し
を

質
問
i
長
浜
町
は
、
今
年
度
固
か
ら

高
医
療
費
市
町
村
と
し
て
指
定
を
受
け

施
に
当
た
っ
て
は
地
元
高
校
へ
も
申
込

要
領
等
の
配
布
を
行
い
喚
起
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
長
浜
中
学
校
と
教
育
委
員
会

と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
た
だ
き
、
地

元
高
校
へ
の
進
学
指
導
等
最
良
の
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
が
、
個
人
の
自
由

も
考
慮
し
つ
つ
長
浜
高
校
の

P
R
に
つ

い
て
も
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
:
介
護
保
険
が
平
成
十
二
年
四

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
町
の

サ
ー
ビ
ス
の
仕
方
に
よ
っ
て
保
険
料
の

格
差
が
出
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
町
で

は
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
、

そ
の
試
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

岡

孝

一議園田円

士
山

た
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
原
因
が
あ
り
、
今
後
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
近
隣
町

村
と
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
格
差
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

次
に
、
国
保
特
別
会
計
の
財
政
状
況
、

当
町
一
人
当
た
り
の
国
保
税
額
、
近
隣

町
村
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
国
保
税
の
税
率
改
正
を
考

え
て
い
る
か
。
さ
ら
に
、
国
保
特
別
会

計
財
政
調
整
基
金
は
、
ど
う
い
う
性
格

の
も
の
で
保
有
高
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
高
医
療
費
市
町
村

指
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
平
成
九
年

の
医
療
費
を
基
に
、
地
域
差
指
数
を
全

出
平
均
一
と
し
、
指
数
が
一
・
一
四
を

超
え
る
と
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

長
浜
町
は
、
こ
の
指
数
が
一
・
一
七
五

に
な
り
指
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
①
被
保
険
者
の
重
複
・
多

受
診
者
に
対
し
意
識
改
革
を
行
う
。
②

診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検
体
制
の
充
実

強
化
を
図
る
。
③
高
医
療
費
の
実
態
を

周
知
徹
底
す
る
た
め
の
広
報
活
動
等
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
市
町
村
一

人
当
た
り
の
医
療
費
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
平
成
九
年
度
で
、
長
浜
町
が
四
十

四
万
七
千
八
百
六
十
一
円
で
、
大
洲
市

が
三
十
八
万
四
千
五
百
二
十
円
、
五
十

崎
町
が
三
十
八
万
九
千
六
十
九
円
、
河

辺
村
が
三
十
八
万
八
千
二
百
十
九
円
、

肱
川
町
が
三
十
七
万
八
千
七
百
九
十
九

円
、
内
子
町
が
三
十
五
万
七
千
八
百
七

十
九
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
と

し
て
は
、
受
診
率
が
高
い
こ
と
と
、
高

齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
国
保
特
別
会
計
の
経
理
状

況
で
あ
る
が
、
歳
出
が
十
億
三
百
七
十

二
万
円
と
な
り
、
基
金
か
ら
一
千
万
円

を
繰
り
入
れ
し
て
い
る
。
一
世
帯
当
た

り
の
国
保
税
負
担
額
は
、
平
成
九
年
度

で
、
大
洲
市
が
十
四
万
四
千
五
百
四
十

三
円
、
内
子
町
が
十
九
万
三
千
九
百
円
、

五
十
崎
町
が
十
四
万
一
千
二
十
二
円
、

長
浜
町
が
十
二
万
八
千
百
六
十
七
円
、

肱
川
町
が
十
一
万
六
千
四
百
六
十
四
円
、

河
辺
村
が
十
万
三
千
八
百
六
十
八
円
で

あ
る
。
国
保
税
率
の
改
正
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
平
成
十
二
年
度
に
は
、
そ
の

見
直
し
引
き
上
げ
を
含
め
、
財
政
の
建

て
直
し
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
、
国
保
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
国
保
特
別

会
計
財
政
の
調
整
を
図
り
、
健
全
な
運

営
基
盤
確
立
の
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
て

お
り
、
現
在
残
高
は
一
億
二
千
八
百
七

万
五
百
四
十
五
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
:
・
介
護
保
険
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
広
報
活
動
は
ど
う
予
定
し
て
い
る

の
か
。
さ
ら
に
、
今
年
十
月
か
ら
は
介

護
認
定
申
請
の
受
付
が
開
始
さ
れ
る
が
、

そ
の
体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。
四
月

か
ら
、
町
民
は
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。
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不
法
投
棄
防
止
の

啓
蒙
活
動
を
行
っ
て

費
問
;
ご
み
の
有
料
収
集
が
始
ま
っ

て
ご
一
か
月
が
経
過
し
た
現
在
、
町
長
の

背
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
た
分
刷
収

集
は
で
き
て
い
る
の
か
。
有
料
化
に
よ

る
不
法
投
棄
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
忠

わ
れ
る
が
、
自
動
敗
究
機
の
規
制
や
町

独
白
の
条
例
制
定
な
ど
、
刊
は
ど
う
対

処
す
る
考
え
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
ご
み
の
有
料
収
集

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
当
初
は
若
干
の

混
乱
が
見
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
大
部

分
の
住
民
が
適
正
に
ご
み
を
排
出
さ
れ

て
い
る
c

ご
み
の
収
集
景
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
に
お
い
て
法
一
定
の
減
長
効
果

が
出
て
お
り
、
今
後
、
住
民
の
理
解
と

協
力
会
)
得
な
が
ら
減
量
に
向
け
努
力
し

て
い
き
た
い

J

不
法
投
棄
に
う
い
て
は
、
有
料
化
に

よ
り
増
え
た
と
い
う
デ
l
タ
は
な
い
が
、

路
側
帯
や
道
路
沿
い
に
捨
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
不
法
投
棄
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
や
、
各
種
団
体
芋
と
の

高
度
構
報
通
信
網
の

整
備
に
つ
い
て

後を絶たないごみの不法投棄

高
度
情
報
社
会
に

即
応
し
た施

設
整
備
を

質
問
・
:
先
般
、
商
工
会
が
京
都
の
園

部
町
で
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ピ

(
C
A
T
V
)
視
察
を
さ
れ
た
が
、

難
視
聴
地
域
の
解
消
や
自
主
チ
ャ
ン
、
不

ル
と
い
っ
た
本
来
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ピ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
捷
続
が
全
国
各
地
に
広
ま
っ
て
い

る。
今
後
、
こ
の
利
用
を
進
め
地
域
や
個

人
間
の
情
報
格
差
を
な
く
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
町
に
は
、

有
線
放
送
電
話
と
い
う
情
報
網
が
あ
る

が
、
ぞ
の
加
入
者
鉱
挙
実
体
は
ど
う
な
っ

連
携
に
よ
り
諸
問
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
す
は
、
こ
う
い
っ

た
再
蒙
前
動
を
行
い
、
そ
の
上
で
必
要

が
あ
る
な
ら
ば
条
例
を
制
定
し
、
禁
止

事
項
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

物
叫
谷
夫
一
一
郎

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
施
設
を
生

か
し
、
新
し
い
高
度
情
報
網
整
備
を
願

、
つ
が
、
元
気
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
町
長
の
考
え
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
有
線
放
送
施
設
の

状
況
で
あ
る
が
、
昭
和
凹
十
九
年
の
設

備
更
新
か
ら
一
一
卜
五
年
を
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
開
設
当
初
は
、
加
入
一
戸

数
↓
千
百
四
十
五
戸
で
加
入
率
約
五
ム

%
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
約
一
二
五

%
と
な
り
、
今
枝
も
漸
減
状
態
で
推
移

J
9
る
と
予
測
し
て
い
る
c

し
か
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
と
は
い

え
、
一
日
平
均
約
千
三
百
通
話
の
利
用

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
実
績
を
掛
的

し
つ
つ
現
施
設
に
代
わ
る
高
度
情
報
社

会
に
即
応
し
売
、
広
域
的
か
つ
町
内
全

一一一開国間開

山
由
一
一
円
坂
ダ
ム
建
設
・

中
予
分
水
問
題

に
つ
い
て

肱
川
流
域
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

質
問
:
・
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
中
子
分

水
間
短
は
、
町
民
全
て
の
方
々
の
心
配

の
種
で
あ
る
。
懸
念
事
項
五
項
目
に
つ

い
て
、
町
民
へ
の
周
知
徹
底
は
ど
う
す

る
の
か
。
ま
た
、
懸
念
事
頃
を
さ
ら
に

深
く
重
み
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、

町
独

H
に
懸
念
事
項
を
追
求
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
忠
、
つ
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
さ
ら
に
、
平
成
七
年
に
「
み

ん
な
で
肱
川
を
守
る
会
」
が
設
立
さ
れ
、

問
題
点
の
調
査
・
研
究
を
重
ね
現
在
に 老朽化が進行している有線放送機器

域
を
網
羅
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
目
指
し
た
施
設
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

担
当
課
に
C
A
T
Vを
中
心
と
し
た
先

進
地
視
察
研
修
を
指
ぶ
し
て
お
り
、
今

後
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
早
期

整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
づ

C
A
T
V
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
通
信
施
設
の
整
備

を
進
め
る
中
で
検
討
し
て
行
く
が
、
現

合
は
ま
ず
、
施
設
盤
怖
を
優
先
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

謹書P

失

間

一

議

員

計
十
っ
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
点
五
項
目

と
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

最
後
に
、
建
設
省
が
、
懸
念
事
項
の

一
つ
ひ
と
つ
を
ク
リ
ア

1
し
、
全
て
心

配
な
し
と
の
結
論
を
出
し
て
も
、
分
水

に
は
反
対
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
は
ど
う
な
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
十
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
。

事量
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国
@
県
及
び

流
域
市
町
村
の

動
向
を
見
極
め
て

質
問
:
・
現
在
の
肱
川
は
、
水
量
が
減

り
以
前
よ
り
極
端
に
清
流
が
な
く
な
っ

て
い
る
が
、
山
々
に
保
水
力
が
な
く
な
っ

た
こ
と
が
原
因
の
一
っ
と
思
わ
れ
る
。

神
奈
川
県
で
は
、
水
道
料
金
に
一
%

の
上
乗
せ
を
し
て
山
づ
く
り
な
ど
の
基

金
を
集
め
水
資
源
確
保
に
努
め
て
い
る

が
、
当
町
に
お
い
て
も
、
流
域
の
市
町

村
に
働
き
か
け
肱
川
森
林
基
金
(
仮
称
)

の
創
設
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)

j
森
林
や
農
地
に
お

け
る
広
葉
樹
の
減
少
や
水
田
の
荒
廃
等

に
よ
り
、
公
益
的
機
能
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
、
森
林
等
の
公
益
的
機

能
を
有
す
る
環
境
整
備
は
、
今
や
国
民

の
要
請
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

水
資
源
整
備
の
事
業
資
金
に
充
て
る

肱
川
森
林
基
金
(
仮
称
)
の
創
設
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
肱
川
流
域
林
業
活
性

化
協
議
会
で
水
源
林
整
備
基
金
の
創
設

の
提
案
が
さ
れ
て
い
る
が
、
肱
川
流
域

市
町
村
が
事
業
計
画
の
賛
否
を
決
定
さ

人
口
減
少
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
問
題

に
つ
い
て

長
浜
町
童
要
道
路

整
舗
に
つ
い
て

ハ
ー
ド
@
ソ
フ
ト
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

町
づ
く
り
を

荒廃が進む休耕田

貫
問
・
・
・
当
町
の
人
口
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、
一
万
人
を
切
る
の
は
目
前
で

あ
る
。
長
浜
町
の
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
、
交
付
金
等
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

る
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

何
ら
か
の
手
だ
て
、
若
者
が
定
義
で
き

る
環
境
守
つ
く
り
と
い
っ
た
具
体
的
な
考

え
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
人
口
動
向
を
見
る

と
、
平
成
八
年
度
末
か
ら
十
年
度
末
ま

で
の
三
年
間
で
、
三
・
五
%
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
歯
止
め
や
若

者
の
定
若
で
き
る
環
境
マ
つ
く
り
の
基
本

れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
合
意
が
不
可
欠
で
あ

る
の
で
、
今
後
、
国
・
県
及
び
流
域
市

町
村
の
動
向
を
見
棋
め
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東

b
x
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は
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
や
、
安
価
な
宅

地
開
発
等
に
よ
る
社
会
増
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
行
政
と
し
て
は
、

一
雇
用
型
企
業
誘
致
、
道
路
整
備
、
ス
ポ
ー

ツ
公
園
等
の
ハ

1
ド
面
と
、
高
齢
者
対

策
、
疾
病
の
予
防
強
化
、
公
民
館
活
動

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
「
1

ん
気
な
町
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
中
に
策
定
す
べ
く
作

業
に
入
っ
て
い
る
「
長
浜
町
振
興
基
本

計
画
」
に
、
町
民
の
方
々
か
ら
い
た
だ

い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
生
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
に
あ
っ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を

質
問
:
高
齢
者
に
対
し
、
安
ら
ぎ
と

安
心
の
で
き
る
町
マ
つ
く
り
を
推
進
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
セ
ミ
ナ
ー
や

学
級
な
ど
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
な
も
の
へ
の

予
算
配
分
を
積
極
的
に
行
っ
て
は
ど
う

か
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
働
く
場
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
場
を
斡
旋
す
る
、
窓

口
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
・
当
町
の
高
齢
化
率

は
、
三

0
・
五
%
と
超
高
齢
化
に
な
っ

て
い
る
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
元
気
で

活
力
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
中
心
に
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
、
高
齢
者
学
級
を
実
施

す
る
一
方
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活
用
具
の
給

付
を
行
い
支
援
体
制
を
確
立
し
て
い
る

ほ
か
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
相
談
や
指
導
業
務
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
当
町

に
と
っ
て
、
人
材
や
能
力
を
生
か
し
た
、

地
域
に
あ
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
一
番
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
皆
さ

ん
の
ニ

l
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
施
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

道
路
網
の
整
備
@

拡
充
は
根
幹
的
な

社
会
資
本

6 

質
問
-z
・
警
女
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴
、
っ

交
通
量
の
増
加
や
、
激
特
事
業
・
河
川

改
修
に
よ
る
県
道
の
改
修
等
に
よ
り
、

交
通
事
故
や
渋
滞
の
問
題
が
迫
っ
て
い

る
。
県
道
・
町
道
の
拡
張
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
激
特

事
業
、
河
川
改
修
事
業
の
後
に
は
、
歩

道
も
併
せ
県
道
の
改
修
は
再
度
な
さ
れ

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
主
要
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
国
道
三
七
八
号

は
、
警
女
ト
ン
ネ
ル
開
通
と
と
も
に
通

過
車
輔
の
急
激
な
増
加
を
見
て
い
る
。

事
故
防
止
策
と
し
て
、
歩
道
や
道
路
照

明
施
設
、
主
要
道
路
と
の
接
続
部
の
改

良
に
つ
い
て
、
条
件
整
備
が
完
了
次
第今年 2月に開通した書女トンネル



早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
道

路
管
理
者
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
¥

ま
た
、
道
路
網
の
整
備
・
拡
充
は
、

最
も
根
幹
酌
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
大

き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、
駐
車

場
や
休
憩
施
設
等
の
キ
盤
整
備
の
遅
れ

な
ど
、
自
動
市
交
通
に
対
応
で
き
て
い

な
い
場
合
に
ほ
、
市
街
地
の
空
洞
化
と

い
っ
た
現
象
が
懸
念
さ
れ
、
こ
の
こ
と

介
護
保
険
に
つ
い
て

f呆
健

十
分福
な祉
吉司 0)

宜主よ
を野f
行で

て

答
弁
(
町
長
)
i介
護
保
険
に
対
す

る
取
り
組
み
体
制
で
あ
る
が
、
六
月
に

福
祉
課
に
介
護
保
険
準
備
主
を
新
設
し

職
員
三
人
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
十

に
つ
い
て
十
分
調
査
・
検
討
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

河
川
改
修
と
県
道
の
改
良
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
ア
し
事
施
工
上
必
要
最
小
限

の
一
部
暫
定
的
似
道
で
も
あ
り
、
最
終

的
に
は
、
道
路
構
造
令
に
基
づ
き
、
歩

道
の
整
備
も
合
的
一
安
全
性
、
利
便
性
に

十
分
配
慮
し
た
主
要
県
道
に
整
備
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

各家庭に配布された介護保険パンフレット

月
か
ら
の
介
護
認
定
調
査
事
務
に
備
え
、

看
護
職
の
有
資
格
者
を
嘱
託
に
よ
り
二

人
配
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
ω

ま
た
、

沖
浦
の
高
齢
者
コ
ミ
ユ
一
一
テ
f
セ
ン
タ
ー

に
在
宅
介
護
支
疑
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

介
護
保
険
・
高
齢
者
に
対
し
て
の
調
査
、

相
談
業
務
が
で
き
る
よ
う
準
備
体
制
を

整
え
て
い
る
。
事
務
体
制
と
し
て
は
、

介
護
保
険
事
務
調
整
会
を
創
設
し
、
制

度
施
行
へ
の
体
制
、
つ
く
り
に
万
全
を
即

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
広
報
活
動
で

あ
る
が
、
各
種
学
級
、
会
合
等
で
の
ピ

デ
オ
と
資
料
に
よ
る
説
明
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
把
布
の
ほ
か
、
随
時
、
広
報
紙
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
地
区
別
の
説
明
会
を
積
極

的
に
行
い
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
認

定
審
査
判
定
枯
川
ポ
に
恭
づ
き
、
利
用
者

の
希
望
や
心
身
の
状
態
を
考
慮
し
、
サ
ー

ビ
ス
支
援
事
業
者
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立

て
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

在
宅
訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
と
な
り
サ
ー
ビ
ス
を
支
援

す
る
こ
と
に
な
る
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
日
広
隣
の
施
設
利
用
拡
大
を

図
る
ほ
か
、
ヂ
イ
ケ
ア
・
訪
問
看
護
等

に
つ
い
て
は
、
町
内
外
の
医
療
施
設
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
と

出
わ
れ
る
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
事
務
組
合
施
設
を
利
用
す
る
ほ
か
、

福
祉
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
サ
ー
ビ

ス
低
下
の
な
い
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

保
険
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
介
護

保
険
制
度
の
事
業
負
担
割
合
は
、
国
が

こ
五
%
、
県
と
町
が
二
一
・
五
%
ず
つ
、

後
の
m
l
簡
の
三
一
一
一
%
は
四
十
歳
か
ら

L

ハ

山
鳥
坂
タ
ム
建
設
・

中
予
分
水
問
題
に
つ
い
て

行
政
@
議
会
・
町
民
が

三
位
一
体
と
な
っ
て

答
弁
(
町
長
)
i
私
は
、
就
任
以
来
、

こ
の
問
題
に
議
会
の
皆
さ
ん
と
真
つ
正

面
か
ら
取
り
組
み
、
町
民
の
総
意
を
構

築
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
鋭
怠
取
り
組

ん
で
き
た
。
心
配
さ
れ
る
事
項
を
大
き

く
五
分
類
し
、
制
か
く
三
十
二
項
目
に

わ
た
り
ま
と
め
(
懸
念
事
項
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
七
月
十
五
日
発
行
の
広
報

十
四
歳
ま
で
の
二
号
被
保
険
者
、
残
り

一
七
%
を
六
十
五
歳
以
上
の
一
号
被
保

険
者
で
賄
う
れ
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
国
で
基
準
と

な
る
参
酌
標
準
等
の
積
算
の
見
直
し
が

行
わ
れ
て
お
り
流
動
的
で
あ
る
。
町
に

お
い
て
も
、
介
護
保
険
事
業
計
画
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
保
険
料
の
検
討
を

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
現
時

点
で
は
、
国
の
方
針
が
不
明
確
の
所
も

あ
り
、
試
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
役
、

保
健
・
福
祉
の
分
野
で
十
分
な
調
査
を

行
い
、
近
隣
町
村
と
の
比
較
も
し
な
が

ら
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

な
が
は
ま
れ
集
号
に
掲
載
。
)
、
先
般
町

民
の
皆
さ
ん
に
説
明
の
機
会
を
持
た
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
々
が

分
水
に
対
す
る
強
い
不
安
感
を
抱
い
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
実
感

し
た
次
第
で
あ
る
。

私
辻
、
平
成
七
平
二
月
に
「
み
ん
な

で
肱
川
を
守
る
会
」
が
設
立
さ
れ
、
五

月
に
は
、
七

T
八
百
人
の
署
名
を
添
え

て
議
会
に
詰
艇
を
出
さ
れ
、
九
月
の
議

会
で
受
理
採
択
さ
れ
れ
~
と
承
知
し
て
い

る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
問
題
が
全

町
民
的
課
題
で
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
会
の
許
制
に
つ
い

流量の減少が見られる肱川

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
的
を
持
っ
て
活

動
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
が
口
を
扶
む

と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
今
回
の
懸
念
事

項
は
、
議
会
の
特
別
委
員
会
と
行
政
の

水
対
策
企
画
班
で
ま
と
め
上
げ
た
も
の

で
、
そ
の
会
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
今
回
の
懸
念
事
項
の
中
で
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

今
後
に
お
い
て
、
住
民
の
意
思
の
表
れ

の
一
つ
と
し
て
会
の
活
動
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

次
に
、
私
は
当
初
か
ら
、
行
政
・
議

会
・
町
民
と
い
う
三
位
一
体
の
中
で
、

民
主
的
な
方
法
で
整
哩
し
た
い
と
申
し

上
げ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
間
題
は
た

だ
結
論
を
出
せ
置
い
い
と
い
う
次
元
の

問
題
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
長
浜

町
の
責
任
と
し
て
、
「
当
町
に
は
こ
の

よ
う
な
不
安
が
あ
る
」
と
い
、
つ
こ
と
を

町
民
の
総
意
と
し
て
構
築
し
、
そ
の
こ

-7--



と
を
同
や
県
に
本
車
に
申
し
上
げ
る
責

任
が
あ
る
。
行
政
や
議
会
が
そ
の
使
命

を
果
た
す
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
何
を
心
配
さ
れ
、
何
が
問
題
な
の
か

を
一
つ
ひ
と
つ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
h

ノ
」
め
に
懸
念
事
項
の

集
約
が
必
要
な
の
で
あ
る
つ
議
会
の
特

別
委
員
会
と
行
政
で
再
三
に
わ
た
り
協

議
検
討
を
し
た
結
果
を
も
っ
て
、
六
月

十
八
日
に
は
町
民
の
代
表
の
皆
さ
ん
に

こ
説
明
申
し
上
げ
だ
が
、
七
j
八
月
に

は
公
民
活
単
位
で
意
見
交
換
を
行
い
た

い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、

議
会
・
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
の
中

で
、
不
安
・
問
題
点
の
整
理
と
論
拠
を

則
確
に
す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

懸
念
引
項
が
払
拭
さ
れ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
り
い
て
で
あ

る
が
、
払
拭
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
我
々
長
浜
町
民
が
判
断
す
る
こ
と
で

あ
り
、
真
剣
に
取
り
組
ま
ね
ぽ
な
ら
な

い
c

そ
う
し
た
上
で
の
仮
定
の
話
な
ら

ば
、
そ
の
時
に
は
協
議
の
扮
仁
っ
か
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
七
千

八
百
人
の
い
者
名
と
、
そ
れ
が
議
会
で
受

理
一
採
択
さ
れ
た
こ
と
の
重
さ
を
念
頭
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

任
期
満
了
に
伴
、
つ
長
浜
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
、
七
月
六
H
に
告
示
さ
れ
、
同
H
立
候
補
受
け
付
け
が
行
わ
れ

た
結
果
、
立
候
補
者
数
が
定
数
(
十
人
)
を
越
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
推
薦
「
五
人
)
、
農
業
団
体
推
薦
(
二
人
)
の
委
員
も
別
表
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
叫
委
員
の
内

駅
は
、
現
職
十
三
人
、
新
人
四
人
で
、
任
期
は
平
成
十
一
年
七
月
二
十
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

長浜町農業委員会委員名簿
任期:平成11年 7月20日¥平成14年 7月19日

おか たで

西川忠
ひょうどう まさ

兵頭方

加納勝
いし みやま よし

石山悦
ぞま にレ ιぅ

山判幸
きく t たか

菊 地孝

谷本護
i こL ，，¥0ま せん

l西山イUI

!後康保
ず たけ

清水武

[[[本

面苗記失 I 50 
い おか i主 の

西 岡正副 171

佐本智
よかレ ぎ よ[

賓生芳
に!方、わでき

阿川美喜
たけ ち ゅ三

武知幸

JH 

長浜田j大字豊茂乙422-2

長浜町大字['[滝甲397-2

日
凡

Z
J
J
 

現

♂「詣村

新

現

長浜町大字今坊甲479

長浜町大字櫛生乙380

長浜町大字須沢丙548

長浜町大字出海乙26

所イ土

58 

「一一一一アエ
選別| 氏

ノL
J一、

長浜町大字戒川甲554

長浜町大字柴甲1388-1

選

現

長浜町大字櫛生乙872

長浜町大字豊茂甲129-1

長浜町大字黒田甲153

長浜町大字沖j甫丙2115

長浜町大字櫛生乙893

長浜町大字上老倹甲419

74 I 長浜町大字白滝甲298-17

51 

48 

63 門
勺

選

手ム
J
R
I
j
 

-8-



! 窮2腫八I構浜@事堂淵盟域
めく、長JOX?イ菜、Z事時一

届1JUffc易多ιの発生日{ましもつ?
~肱川あらし発生初日当てクイズ~

め

分

の

産

ヘ

ド

ン

挑

必

を

ツ

J

集

円

域

特

封

一

ホ

に

o

手

工

す

を

で

万

圏

元

日

カ

レ

ズ

い

切

チ

ま

一

プ

九

ま

川

、

地

口

イ

テ

イ

さ

し

各

り

リ

ン

心

配

)

、

券

…

一

一

円

エ

製

ク

だ

入

J
め

一

フ

夕

日

火

車

事

ス

計

ヴ

特

×

く

記

ま

に

ズ

ス

ジ

(

転

食

一

日

十

に

O
て

を

出

場

イ

、

町

目

白

ン

コ

J
t
-

様

で

し

項

討

役

ク

え

い

だ

却

ト

ラ

り

U
U

名

ト

押

事

付

村

の
答
J
U

月

ス

ト

ゃ

二

百

』

印

ン

へ

要

。

町

評

に

♂

日

シ

ス

以

三

疋

様

。

で

イ

欄

必

へ

市

好

ズ

滑

~

ア

レ

o

里

楓

清

滝

け

選

ポ

答

、

ト

各

大

イ

一

)

動

の

に

と

名

、

日

目

抽

ク

回

に

ス

の

1

ク

ロ

土

電

域

様

山

犯

に

て

l

ら

ツ

×

祇

ポ

域

す
ら

h

(

…

圏

名

計

方

一

選

よ

か

エ

O
台

ま

圏

一J
一日

1
ス

、

指

ス

)

た

封

引

中

チ

を

た

ま

、

令

り

な

れ

7
品

一

ラ

計

一

当

つ

ら

差

の

各

プ

し

の

也

ロ

当

せ

洲

村

8

0

や

り

哨

月

賞

コ

メ

他

コ

相

回

か

を

員

1
ン

押

そ

州

1
)

わ

大

町

O

一
で

た

巡

M

8

&
り

カ

券

り

円

ス

者

)

全

法

タ

上

て

ト

り

火

効

合

・

市

宮

4
ま

ま

を

ロ

ー

ス

ば

、

浴

ぐ

千

一

解

分

者

o

方

ス

以

つ

ン

切

(

有

い

浜

域

(

2

)

た
域

o

間

一

く

券

入

め

5

コ

正

円

募

ド

募

、

数

貼

イ

め

目

前

問

幡

広

合

一

O

ま

圏

う

期

コ

よ

行

泉

海

(

全

問

万

応

一

応

し

点

接

ポ

締

7
消

お

八

区

組

3

6

よ

I
I
C
旅

温

O
品

O
全
仁

O
カ

I
戦

要

直

ク

I
月

日

I
I
地

圏

9

5

灘
鱒
灘
櫨
灘
灘
轍
欝
蟻
鰹
灘
灘
磯
灘
溜
難
癖
鶴
灘
鶴
鰻
鶴
錦
織
灘
鱗
鱗
髄
鰯
鱗

i

、

る

イ

を

い

4

象

で

い

日

し

、

。

の

招

応

ド

長

観

は

す

ク

霧

と

月

現

点

て

想

記

れ

浜

ア

、

一

郡

工

で

生

て

で

す

印

す

地

け

予

明

百

長

べ

し

カ

多

商

会

発

当

け

出

は

出

橋

づ

o

日

を

心

、

理

呈

ン

喜

課

員

の

日

か

き

年

き

大

義

い

初

齢

て

に

料

贈

ホ

:

済

で

委

」

初

に

吹

昨

吹

浜

定

さ

生

年

し

方

ぐ

を

レ

日

径

ま

行

し

生

春

へ

、

へ

長

と

だ

発
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泊〈くヵ、 、とカ宝 し、し lま Lアまえ三
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雪与~ l'まず言ってみよう」 [222 Z会にた Gf
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まコまL_ 0 おあ どむか L つむとく に。 か
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。んけ言がぶ がたるんいむくま そ 王
よんつ でこ な か し か き かの し ぼう 九
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時 缶詰持臨臨話器開欄梓脚詰詩碑端部臨:::::8:::::詰~~~~出

費今人気の描祉の
議 通信講置を

ご紹介します

~NHK学園~

高齢者社会を 迎 え て 、 福 祉 の 資

格取得を希望する人が多くなって

います。通信教育35年余の指導経

験のある NHK学問では、来年 4

月から 次 の 講 座の生徒を募集しま

す。

①|刻家資格・介護福祉士の受政資

格 77'2年間で取得できる「社会福

【連絡先]干 186-8001・東点部 所、氏名、職業、年齢、電話番号、

凶立市富士見台 2-36NH K学 園 題名、撮影年月日、撮影場所、撮

8 E 0 1係 盟 042-572 影時の状況を書いた紙を貼り付け、

3 1 5 1 )まで。 持参または郵送コ

出掛蜘蹴話題欄醐臨時骨骨~~斡搬出羽詰誌蹴醐錨

g第 2由時短ゆとり
3 写真コンテスト

【内容】 「週休二日 JI連続休暇」

「残業晴間削減」などで生まれた

「ゆとり」についての社会性、生

活 j惑に証れた写真。大きさは四つ

切りで、平成10年 4月以降に謙彰

した未発表のカラーまたは白黒写

祉 コースj ②厚生省認定の「ホ一 真。

ムヘルパー 2級.1級課程J [資格】愛媛県在住有

いずれも、 2月 1日からの受付 【締め切り】平成11年 9月 初 日 必

で、毎年定員の 2倍 を 越 え る 人 気 着。

講座。詳しい案内 書は 、次 に連 絡 【表彰】最高 5万円の旅行クーポ

すれば入手できます。(ミ米内書無 ン券位多数。

料) [申込方法】次へ、作品裏面に性

I申し込み B お 問 い 合 わ せ 先]愛

媛県労働基準協会連合会(干790

0067松山市大手町 1丁目 1の 6第

2 '1'矢ピル 3階 :fi089-92

1-7033) 
E
E
E
E
E
 

E
 

E
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園田

~長浜町立図畜館~;

著者;書名

。またあしたから 円減まりこ 1
0天までしあわせ 占回成[~ : 

O竹炭は効く 池嶋庸7己i
C友よねむれ 久永 強;

03て人源氏物語(上・下) i 
瀬 戸 内税総:

，石原占自1;のシベリア

落合東l珂 i

必要の騒い爵C~~'事
断物議擁護翼運量

今まで悪徳商法、クーリング・オフにつ い て こ

柑介しましたぐ

クーリング・寸ブはとても強しミ味方ではありま

すが、その前にしっかりした意志を持ち必要のな

いH寺にはl祈る勇会tをJ寺ちましょう。

書聖書審構法由、喝事棒読邑を守る7語、議

心気を付けて 甘い誘惑 優 I~ c'言葉

したうますぎる 話しにいつも 落とし穴

r:ljキャンベーン中 今だけ科目Ij うそ <Jばち

主前払い品物届くか要注忌、

⑤ 「 知 ら な いわ何とかなるさJは 甘すぎる

⑥ 考 え て 「ノー」と言う あなたの勇気

⑦ 8 1 f間 使える切りふだ、 クーリング・オフ

製約つてなあーに?

契約はだれもが皆、日常'1i，r;の巾で行っている

ことで、恐らく、学校なとで知識として教えても

らう以前から行っているために、さらんと勉強す

る機会がなかったりするかもしれませんしかし、

知っていて当たり前、知らないとf員をしてしまう

ことにもなりかねません。

契約って言うと堅苦しそうですが、お菓子を買っ

たり、電車に乗った 1)、ビデオを借りたり、弘子容

院でパーマをかけてもらうことも、これら全部契

約をした結果なのです。

契約とはお互いの約束事で、片方の申し込みに

対して、もう片方が承諾し、その内容が台った場

合にできます。契約を結ぶかどうかは個人の自由

ですが、いったん契約を結ぶとお互いに契約内容

を守らなければなりません。勝手に片方から契約

をやめたり、変更することができないのが以則で

す。必要のない契約を進められでも断りましょう。

なお、契約は口約束でも成立しますし、契約書

に印鑑を押さなくても、署名をすれば契約は成立

しま--90

~10 一



長浜写真愛好会

“作品展"
長浜写真愛好会の 皆 さ ん が 、 四

季折々の自然の移り変わりをカメ

ラに収めた約40点 の 作 品 が 展 示 さ

れます。

皆さん、ぜひご鑑賞ください。

【期間] 8 月 19 日 ~31 日(月曜日

休館:午前 9時~午後日寺)

【場所]ふれあい会館ギャラリー

新固増改築家屋を

調査します

事業主の皆さんへ

雇用保険を受給している方を採

用された 場合は、正しく申告する

ようご指導ください。

なお、詳しくは、お気軽にハロー

来もう一度働きだしミ」というあな

たを支援する事業です。

I支援内容}

① 再 就 職 に 役 立 つ 情 報 誌 iRe. B 

eJ :I差f寸

②再就職の準備などの個別相談

さい。

③財団指定の教育訓練の受講料割
ワーク大洲までお問い合わせくだ

ヲl
ハローワーク大洲
宮ト 24~3191

事業主の皆さんへ

事 業 主に雇用された後に労働災

害、交通事故等により身体障害者

となった 労 働 者 ( い わ ゆ る 中 途 障

④「再就職準備セミナーJに参加

なお、登録は無料です。

Eお問い合わせ】 (財) 21世紀 職

業財団愛媛事務所(〒790-0011: 

松山市千舟町 4丁目 4- 3 :君。

89-921-5660) まで‘。

蹴密臨聾

企画展
仁毘虫ワンダーランド」

を開催します

役場税務課では、固定資産評価 害者)を継続して雇用するために ~愛媛県総合科学博物館~

必要な施設の設置、職場復帰を促 I期間] 7月10日(土) ~ 8月 31

進するために職場適応措置等を実 日(火)月曜日休館
のために、今年新築または増改築

された家屋について、実地調査を

行います。

なお、この実地 調 査 と 同 時 に 減

施した事業主に対して費用を助成

する制度です。

①中途障害者作業施設設置等助成金
失家屋(取り壊した家屋など)の

I開館時間l午前 9時 ~ 午 後 5時

(入場は午後 4時半まで)

[場所]愛媛県総合科学博物館

0第 1種・・・施設や設備の設置等に (新居浜市大生院 2-33-2 宮

調査も行いますが、滅失の設記を 要する費用の7:i C限度額は障害者 0897-40-4105) 

しているものを除いて申告がなさ 1人につき 450万円) [観覧料] 0大人(高校生以上)・

れなかった場合、取り壊された家 O第 2種・・・施設や設備の賃借に要 500円O小中学生...250円

屋が調査漏れとなり、課税される する費用の7:i(限度額は中途障害

恐れがありますので、該当家屋の 者 1人につき月額13万円. 3年間)

ある方はお早めにこ連絡ください。 ②重度中途障害者職場適応助成金

【調査期間]平成11年 9月下旬~ 障害者 1人につき月額 3万円

平成12年 1月中旬まで (短時間労働者 2万円). 3年間

また、障害者を新規に雇い入れ、

も

い
こ

で

合

れ

場

ら
る

け

す

設
用

が

一
層
度

て

制

し

金

続

成
継

助
は

の

た

種

す

ま

各

ま

以

壊

産

自

り

資

2

取

定

月

び

闇

1

及

課

年

屋

務

刊

家

税

成

た

場

平

し

役

1
築

屋

増

屋

は

家

圃

家

〈

象

斬

た

し

対

に

れ

詳

E
障

さ

説係(告 52-1111 固舗i)2 0 

4 1 )までお問い合わせ〈ださい。

ハ自ーワ-~大洲
からのお知らせ

雇用保険を受給される

皆さんへ

失業の認定を受 け る と き は 正 し

く申告しましょう

11 

詳しくは、次の所までおi習しミ合

わせください o

Eお問い合わせ1大 洲 公 共 職 業 安

定所 (J、口ーワーク大洲:宮 24-

3 1 9 1 )または、愛媛県障害者

雇用促進協議会(君 089-93

1-7131) まで。

I再就職希望登録者
支譲事業Jに
参加しませんか 7

「育児、介護のため退職し、将

議事簡単る瞳
~愛媛県文化振興課~

愛援県では、子どもたちがす

ぐれた芸術に触れ、郷土の自然、

:.-_，，;積m させるため、 7月 16日から

「愛媛県総合科学博物館、愛媛

県 歴 史 文 化 博 物 館 、 愛 媛 県 美術



》曜認の 出ガ;必要です持続げ

サラリーマンの奥さん(第3号被保険者)の保険料は、ご主人の加入する年金制度全体で負担

する仕組みですから、加入制度に異動ガあった場合は、その都度届出ガ必要です。

ご主人の加入する年金

制度ガ転職などで変わっ

たとき

(厚生年金時捗厚生年金)

(厚生年金中静共済組合)

(共済組合母中共済組合)

ご主人の加入する年金

制度ガ

たとき

(厚生年金保険の適用

を受けない会社に就職

したり¥自営業者となっ

たとき)

小学校等で植栽されているツバキ

四

緑
の
募
金
に
三
三
五
、
八
七
一

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

緑
の
募
金
期
間
(
四
月
二
十
三

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
)
に
寄
せ

ら
れ
た
募
金
は
、
三
三
五
、
八
七

二
円
集
ま
り
、
財
団
法
人
愛
媛
の

森
林
基
金
に
納
付
し
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
森
林
資
源
、
緑

資
源
の
維
持
、
造
成
、
緑
の
少
年

団
の
育
成
等
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

j
長
浜
町

森
林
と
緑
の

募
金
推
進
協
議
会

1

議
叫
が
と
う

ご
ぎ
H
F
車
。

su
龍

-E園園圃圃---園圃温回国圃園周回恒圃圃冒周回置園瞳園周圃同盟四四四 E 圃園 E 聞事国間町園眉園田四回盲目園冒圃--園園圃--園園--圃園田町司圃 E 園 田 園 田 町 田 岡 田 圃 圃 司 明 司 園 開 閉 園 園 自 圃 圃 圃 園 田 園 幽 圃 圃 四 国 ・ 圃 圃 園 圃圃町・---
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L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ

生
活
改
善
一
コ
ス
モ
ス
グ
ル
ー
プ

鶏
肉
の
オ
レ
ン
ジ
煮

一
材
料
一

「
l

鶏
も
も
肉

一
マ
ー
マ
レ
ー
ド

一
醤
油

一

出

回

「
引
一
フ
ダ
菜

{
作
り
方
}

①
フ
ラ
イ
パ
ン
に
少
量
の
油
を
引
き
、

肉
の
両
面
を
軽
く
焼
く
。

②
鍋
に
マ
ー
マ
レ
ー
ド
、
醤
油
を
加
え

て
混
ぜ
、
①
の
肉
を
入
れ
て
弱
火
で
約

二
十
分
煮
る
。

※
時
々
肉
を
返
し
て
焦
げ
付
か
な
い

よ
う
し
て
、
肉
に
弾
力
が
つ
き
、
ト
ロ

リ
と
し
で
き
た
ら
で
き
上
が
り
。

③
肉
を
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、

サ
ラ
ダ
菜
を
添
え
て
盛
り
つ
け
る
。

五--
i 0 五
六少 00三
枚々 cc g 枚

f襲G)気持害事

一
代
表
者
登
尾
美
智
子
一

一
盛
五
二

l
一
六
六
二
一

コスモスグループの皆さん

題留農qて肝ます

エア口ピクス
(エアロビクス)

私
た
ち
の
会
は
、
早
い
も
の
で
発
足

か
ら
約
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

毎
週
一
回
の
練
習
で
、
先
生
の
親
切

な
ご
指
導
の
も
と
、
約
一
時
間
快
適
な

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
手
足
を
動
か
す
こ

と
は
老
化
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
う
え
、

気
分
も
若
返
り
、
会
員
一
同
大
変
楽
し

ねこそぎ大ラッシュ長浜高校美術部

い
時
聞
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
練
習
後
の
お
茶
タ
イ
ム
も
、
会

員
同
士
の
交
流
を
図
る
大
切
な
ひ
と
と

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
興
味
の
あ
る
方
、

遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

一
代
表
者
一
米
田
ハ
ル
ミ
(
長
浜
・
宮

五
二
二
七
二
二
)

{
練
習
日
一
毎
週
金
曜
日
(
五
j
十
月
・
:

午
後
七
時
半
j
八
時
半
、
十
一

j
四
月
・
:

午
後
七
時
j
八
時
)

{
練
習
場
所
一
町
体
育
館
大
ホ
1
ル

{
会
員
一
十
二
人

13-



守主弓右リ
f勾て6

活
れ
Tこ
英
雄

ー
ど
ろ
ん
こ
ミ
ニ
パ
レ

1
大
会
1

六
月
二
十
ヒ

υ、
柴
の
山
中
高
光
さ

ん
所
有
の
田
ん
ぼ
で
、
毎
年
恒
例
と
な

り
六
回
目
を
迎
え
た
ど
ろ
ん
こ
ミ
ニ
バ

レ
!
大
会
が
開
催
さ
れ
、
九
チ
l
ム
約

七
十
人
が
参
加
し
た
。

二
百
人
あ
ま
り
の
観
衆
が
見
守
る
中
、

選
手
ら
は
、
文
字
通
り
泥
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
ボ

1
ル
を
追
い
、
好
・
珍
プ

レ
ー
を
い
杭
出
。
ま
た
、
会
場
に
は
、
青

シ
l
ト
を
利
用
し
た
淡
水
魚
の
ミ
一
一
本

族
館
も
な
場
し
来
場
者
に
好
評
を
作
る

な
ど
、
大
会
は
大
い
に
成
刷
り
上
が
っ
た
。

な
お
、
主
な
枯
川
一
平
は
次
の
と
お
り
。

ね
ら
い
を
定
め
て

ー
ゲ

1
ト
ボ

l
ル
大
会
i

一
優
勝
}
白
滝
成
人
パ
レ
l
部

一
準
優
勝
}
柴
公
民
館

和気あいあいのゲームが展開されたゲートボール大会

七
月
一
日
、
町
民
運
動
場
で
第
二
田

町
長
杯
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
ゲ
i
ト
ボ

I
ル
愛
好

者
ら
十
二
チ
l
ム
、
約
七
十
人
が
参
加

し
て
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
コ

各
チ

I
ム
の
選
手
ら
は
、
ね
ら
い
を

定
め
た
鮮
や
か
な
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き

で
ボ
l
ル
を
ゲ
1
ト
通
過
さ
せ
る
な
ど
、

巧
み
な
技
を
披
露
し
あ
っ
て
い
た
c

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

{
優
勝
一
満
野
B
チ
!
ム

一
準
優
勝
一
河
辺
チ
l
ム

一
第
三
位
一
今
坊
チ
l
ム

足もとを気にしなが、らボールを追う選手たち

集
中
!
集
中
!

ー
長
浜
町
卓
球
大
会
1

七
月
十
一
円
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
、
第
一
一
十
-
一
同
長
浜
町
卓
球
大
会
が

開
催
さ
れ
、
近
隣
市
町
か
ら
一
一
百
八
十

七
人
が
参
加
し
た
。

な
お
、
町
内
か
ら
の
出
場
者
の
主
な

枯
栄
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

一
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
}
準
優
勝
:
・
高

橋
智
子
(
大
和
小
)
一

{
男
子
ダ
ブ
ル
ス
}
第
三
位
・
:
来
日
利
・

東
勇
一
郎
組
(
共
に
長
浜
体
協
)

{
女
子
ダ
ブ
ル
ス
一
第
一
一
一
位
・
:
寺
岡
克

恵
・
横
山
典
子
組
(
共
に
長
浜
体
協
)
、

二
位
:
・
二
宮
靖
恵
・
楠
野
あ
ゆ
み
組

交
通
事
故
O
を
目
指
し
て

ー
沖
浦
安
通
安
全
教
室
1

(
共
に
民
浜
高
校
)

一
混
合
ダ
フ
ル
ス
}
第
三
位
・
:
横
山
柏
町

也
(
長
浜
体
協
)
・
菅
山
美
紀
組

事故事例などの話に聞き入る参加者

七
月
十
一

H
、
沖
浦
公
民
館
で
、
沖

浦
愛
護
班
(
寺
沖
三
郎
会
長
)
と
沖
浦

老
人
ク
ラ
ブ
(
山
田
市
幸
会
長
)
の
共

催
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地
区
住
民

約
八
十
人
が
参
加
し
た
。

夏
休
み
を
前
に
、
子
ど
も
た
ち
ゃ
高

齢
者
の
事
此
を
未
然
に
防
ご
う
と
実
施

さ
れ
た
こ
の
教
室
は
今
年
で
三
回
目
。

参
加
者
ら
は
、
交
通
事
故
の
シ
子
ミ

レ
l
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
約
二
十
分
同
担

肥
し
た
後
、
大
洲
吉
宗
者
の
増
田
交
通

課
長
に
よ
る
、
悲
惨
な
事
故
の
事
例
や
、

加
害
者
の
責
任
問
題
な
ど
の
話
に
じ
っ

と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

好ゲームにわいた卓球大会

11 I畏
大二二

宮旦

ド
?EZ 

-14 

、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
向
こ
ふ
に
は
級
友

ら
の
老
川
出
休
ま
り
し
顔
々
が
あ
り

大

津

邦

子

昨
夜
よ
り
の
雨
を
ふ
ふ
み
し
紫
防
花
の

重
々
と
見
ゆ
色
鮮
や
か
に

村

上

テ

ル

子

二
人
旅
苦
楽
を
共
に
歩
む
友
語
り
尽
く

せ
ぬ
掲
布
院
の
宿

渡

辺

ス

マ

子

月
一
-
度
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
昼
食
に
胸

と
き
め
か
し
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く

席

代

ナ
ガ
ヨ

H

大
和
小
学
校
H

花
火
見
て
心
も
お
ど
る
夏
の
夜

二

年

畝

中

千

佳

か
み
な
り
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
っ
て
夏
が
去

る

二

年

宮

本

洋

典

夏
の
夜
活
躍
す
る
ぞ
扇
風
機

三

年

偲

出

直

(

彦

梅
雨
の
朝
小
笠
は
ま
っ
し
ろ
雲
ば
か
り

二

一

年

石

井

優

太

夏
休
み
海
辺
で
焼
き
肉
ス
イ
カ
わ
り

四

年

松

岡

裕

右

六
月
は
あ
じ
さ
い
元
気
に
わ
ら
っ
て
る

四

年

仲

田

仕

式

市

梅
刷
ど
き
は
雨
ば
っ
か
り
で
つ
ま
ら
な

い

五

年

松

田

俊

一



秋
の
夜
虫
の
話
が
な
り
ひ
ぴ
く

五

年

兵

一

慰

安

蒸

か
え
る
な
き
耐
が
ふ
っ
た
と
お
し
え
て

る

六

年

亀

井

瞳

つ
ば
め
の
川
県
ひ
な
が
チ
l
チ
l
母
を
待

つ

六

年

菊

地

み

の

り

い
で
清
水
功
さ
ん
料

納

1自然
保
護
の
功
新
で

E
1
制

六
月
十
五
日
、
松
山
市
で
聞
か
れ
た

自
然
環
諸
保
全
協
議
会
総
会
の
席
上
、

沖
縮
小
叫
市
水
功
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た

る
自
然
景
観
地
の
美
化
清
掃
な
ど
の
功

レ
校
関
舵
降
誕
開
問

ん
占

C

S
水
5
4
引

や

小

，

、

?
4
2
島
町たれ弐」門員再又

長潟お謀総?d~庁t町一三%誠撚守完治安話税効成怨み釦~f'

-L了者慶zef:立 お 機 まJ92}i~ 

生制御んや中り
ょ代

ま
富
六本大

績
に
よ
り
、
愛
媛
県
自
然
環
境
保
全
協

議
会
長
表
杉
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

車速道意識者位探

峠 j藤

百平井
功補嘉
労導士
者委 λ入

表員さ

予ん
斎[帯軍事稿

六
月
二
十
三
日
、
ほ
山
市
で
開
催
さ

れ
た
受
按
県
青
少
年
輔
導
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
総
会
の
席
上
、
出
海
の
藤
井

嘉
友
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
少
年
補

導
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
功
絹
に
よ

り
、
愛
媛
県
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

(父
1
典
治
さ
ん
・
母
l
桁
L
J
さ
ん
)

-15 
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寄
付
採
納

O
柴
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
築
委
員
会
・
•• 

校
歌
額
一
式
を
柴
小
学
校
へ

。

O
豊
茂
の
和
田
英
こ
さ
ん
:
・
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー

一
組
を
豊
茂
保
育
所
へ
。

O
豊
茂
保
育
所
保
護
者
会

・
平
成
十
年

度
卒
園
児
保
護
者
一
同
・
:
石
油
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー

一
台
を
豊
茂
保
育
所
へ
。

O
長
浜
保
育
所
保
護
者
会

・
平
成
十
年

度
卒
園
児
保
護
者
一
同
:
・
防
湿
掛
け
時

計
一
台

・
案
内
板
一
台
を
長
浜
保
育
所

へ。O
沖
浦
の
徳
田
菊
子
さ
ん
:・
花
瓶
一
個

を
沖
浦
公
民
館
へ
。

O
白
滝
小
学
校
校
舎
建
設
委
員
会
・・・
等

身
大
鏡
他
備
品
(
合
計
七
百
八
十
万
円

相
当
)
を
白
滝
小
学
校
へ

。

O
出
海
保
育
所
保
護
者
会
:
・
三
輪
車
二

台
・
ガ
ス
炊
飯
器
一
台
・

二
口
ガ
ス

コ

ン
ロ
一
台
・
ス
テ
ン
レ
ス
製
物
干
し
台

平成11年 8月号広報ながはま

一
組
を
出
海
保
育
所
へ

。

O
豊
茂
の
岡
本
陸
生
さ
ん
・:
エ
レ
ク
ト
ー

ン
一
台
を
豊
茂
保
育
所
へ
。

O
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
:
・動
物

の
図
鑑
他
十
四
冊

・
植
物
の
図
鑑
他
九

冊
・
み
っ
ち
ゃ
ん
の
え
ほ
ん
他
二
十
三

冊
を
長
浜
保
育
所
、
大
和
保
育
所
、
長

浜
乳
児
保
育
所
へ

。

O
白
滝
保
育
所
保
護
者
会
・
・・空
気
清
浄

器

一
台

・
児
童
用
ロ
ッ
カ
ー
一
個
を
白

滝
保
育
所
へ
。

O
沖
浦
の
山
田
幸
太
郎
さ
ん
:・
絵
画
一

点
を
沖
浦
公
民
館
へ
。

婦P
結

婚

イ主 6
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

氏

名

口野 場 多 松 岡

z
t口

美
由
紀

康

政

育

美
史

俊

里

加

お
〈
や
み

6
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

自戒

尚一史 勉輝誠

仁下須櫛長櫛仁白黒長白
手頁

久戒沢生浜生久滝田浜滝滝 川

田松東木大村久坂中山野 津中

下谷橋保田野

忠
俊
(
五
九
)

富
太
郎
(
九
三
)

タ
マ
エ
(
七

こ

雅
友
(
九
O
)

俊
男
(
七
八
)

徳
光
(
六
七
)

明
(
八
九
)

和
美
(
八
二
)

ヒ
サ
子
(
五
七
)

ス
ギ
子
(
七
四
)

ミ
ヨ
コ
(
六
六
)

ア
サ
子
(
八
五
)

清
子
(
七
一
三

長

浜

長

浜

須

沢

須

沢
下
須
戒

姫
路
市

戸斤

山矢木 兵岡宮

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

6
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

謹
者
名

白長

海浦浜浦滝浜

白井
高 ド上
t享子

手口ゎ海f:之Z理 り卓T亜ぁ
洗 ミ王寺介Z沙 さ儀す実み

頑
固

上
満

野
村

4喬
本

昌宏勇康

岡口村井井淵

「人生をあまり重く見てはなら

ない。(盛夏は)悠々として惰眠

をむさ t::rるにi直している 。」と、

国文学者の樋口清 之 先 生 が 言 っ て

おられた。 まこと、 8月は季は秋

ながら実は盛夏で、まだ猛暑の日

が多くてビールがありがたい。 最

近のビアホールには、男性客より

女性客の方が多いとも聞いている。

しかし、'惰目民はむさほ?っても、

8月15日だけは、 戦 争 を 知 ら な い

人たちにも忘れてほしくない。今

年は54回目の戦争記念日に当たる。

昭和12年に始まった鹿溝橋事件か

ら、太平洋戦争が終わる昭和20年

に至る 8年間の犠牲者は300万人

を超し、軍人軍属 の 他 に 直 接 戦 場

になった沖来電県をはじめ、原爆を

受けた広島市と長崎市の他、各地

で空襲被爆によって100万人を超

す一般国民が犠牲になった上、数

知れぬほど多くの 人 た ち が 家 財 を

消失したのである。

家財はまた手にする機会がある

が、人命は絶対に取り戻しょうが

ない。この事実を し っ か り 肝 に 銘

じてほしし」好きこのんで戦争し

た人はだれもいなし」国のため、

同胞のためと信 じて戦った人 た ち

なのである。

この日はまた、月遅れの盆でも

ある。戦争の犠牲者と併せて、亡

くなられた縁者の霊のご冥福を心

ヵ、らキ斤ろう 。

出沖 長 沖
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と
こ
ろ
で
、
夏
休
み
に
入
っ
た
最
初

の
土

・
日
曜
日
、
全
国
で
何
十
人
も
の

尊
い
命
が
水
の
事
故
で
失
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
は
毎
年
思
い
を
新
た
に
す

る
の
で
す
が
、
子
ど
も
の
水
難
事
故
や

交
通
事
故
な
ど
の
防
止
に
は
、
十
分
注

意
を
払
い
た
い
も
の
で
す
。
(
や
)

人口・世帯数のうごき

6月 末現在 前月との比較

10，061人 17人減

人 口 (男 4，743人) (男 7人減)

女 5，318人 女 10人減

世 帯 数 3，641世 帯 4世帯減


